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王
舎
城

王
舎
城
の
悲
劇
で
知
ら
れ
る
王
舎
城
は
現
在
の
ビ

ハ
ー
ル
州
に
あ
る
都
市
遺
跡
だ
が
、
色
々
の
名
前
で

呼
ば
れ
、
文
献
に
は
４
種
の
異
な
っ
た
名
前
が
み
ら

れ
る
。
マ
ガ
ダ
国
と
な
る
前
の
紀
元
前
５
世
紀
に
栄

え
た
首
都
で
、
ビ
ン
ビ
サ
ー
ラ
王
、
ア
ジ
ャ
ー
タ
シ
ャ

ト
ル
王
が
支
配
し
て
い
た
。
こ
の
場
所
に
つ
い
て
は
、

げ

ん

じ

よ

う

ざ

ん

ぞ

う

７
世
紀
に
こ
こ
を
旅
し
た
中
国
の
玄
奨
三
蔵
『
大
唐

西
域
記
」
に
詳
し
い
。
地
形
的
に
は
５
つ
の
峰
に
囲

ま
れ
た
盆
地
だ
が
、
盆
地
を
囲
む
峰
々
の
頂
上
に
は

仏
教
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
な
ど
の
寺
院
が

建
て
ら
れ
て
い
る
。

仏
教
徒
に
は
そ
の
中
の
ギ
ッ
ジ
ャ
ク
ッ
タ
、
霊
鷲

山
が
有
名
だ
。
山
頂
で
釈
尊
が
法
華
経
な
ど
多
く
の

経
典
の
教
え
を
説
か
れ
た
重
要
な
仏
跡
で
あ
る
。
説

か
れ
た
経
典
で
有
名
な
の
は
『
法
華
経
』
だ
が
、
「
法

華
経
』
は
大
乗
に
属
す
る
経
典
な
の
で
後
世
に
付
加

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
観
無
量
寿
経
」
に
よ
れ
ば
、
ァ
ジ
ャ
ー
タ
シ
ャ
ト
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珍しい円柱形のギリヤクストウーバ
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かつての形を残すバーンガンガーストウーバは、ダメー

ク塔の反対側に残る大塔の基壇跡で、 ここから仏舎利が見
つかっている

ル
王
に
よ
っ
て
幽
閉
さ
れ
精
神
的
に
追
い
込
ま
れ
た

り

ょ

う

じ

ゅ

せ

ん

ビ
ン
ビ
サ
ー
ラ
前
王
が
、
は
る
か
に
霊
鷲
山
を
拝
み

釈
尊
に
助
け
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
釈
尊
が
空
を
飛
ん

で
き
て
監
獄
を
訪
れ
、
前
王
を
慰
め
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
監
獄
跡
が
残
っ
て
い
て
、
手
錠
も
発

見
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
釈
尊
の
時
代
の
名
医
と
さ

れ
た
ジ
ー
ヴ
ァ
カ
の
庭
園
も
近
く
に
あ
る
。
ま
た
、

釈
尊
が
度
々
滞
在
さ
れ
説
法
さ
れ
た
竹
林
精
舎
は
カ

ラ
ン
ダ
長
者
が
寄
付
し
た
も
の
で
大
き
な
池
が
あ

る
。
そ
し
て
竹
林
精
舎
の
裏
門
の
前
に
は
日
本
山
妙

法
寺
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
が
建
っ
て
い
る
。

釈
尊
が
亡
く
な
っ
て
後
、
何
回
か
の
比
丘
た
ち
の

集
会
（
仏
典
結
集
）
が
持
た
れ
て
い
る
が
、
第
一
回
が

王
舎
城
の
七
葉
窟
で
行
わ
れ
た
。
３
０
０
人
が
集
ま
っ

た
と
さ
れ
る
が
、
今
残
っ
て
い
る
窟
は
狭
く
、
そ
の

真
下
に
あ
る
人
の
手
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
広
場
が
そ

の
遺
跡
で
あ
ろ
う
。

霊
鷲
山
に
つ
な
が
る
峰
に
ギ
リ
ャ
ク
ス
ト
ゥ
ー
パ
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王舎城の中心部

今も残る王舎城の南側の壁

と
い
う
丘
が
あ
る
。
険
し
い
丘
を
登
る
と
頂
上
に
は

円
柱
形
の
塔
、
ス
ト
ゥ
ー
パ
が
２
基
建
っ
て
い
る
。

円
柱
形
の
塔
は
珍
し
い
。
ま
た
、
霊
鶯
山
の
麓
に
は

ア
ジ
ャ
ー
タ
シ
ャ
ト
ル
王
が
兵
士
や
馬
に
水
を
飲
ま

せ
た
ゴ
ー
ラ
カ
ト
ラ
と
呼
ば
れ
る
湖
が
あ
り
、
湖

の
な
か
に
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
今
で
は
ボ
ー

ト
遊
び
も
で
き
る
。

わ

だ

も

王
舎
城
内
に
は
人
々
が
使
用
し
た
馬
車
の
轍
の
跡

や
、
解
読
不
能
の
シ
ャ
ン
カ
文
字
が
残
っ
て
い
る
。

南
門
の
近
く
に
は
城
内
で
は
唯
一
完
全
な
形
で
現
存

す
る
バ
ー
ン
ガ
ン
ガ
ー
ス
ト
ゥ
ー
パ
が
あ
る
。
ま

た
、
王
の
金
庫
跡
と
思
わ
れ
る
ソ
ー
ン
バ
ン
ダ
ル
も

あ
る
。
マ
ニ
ア
ー
ル
マ
ー
卜
は
ヒ
ン
ド
ウ
ー
教
の

寺
の
跡
で
、
神
々
の
像
や
か
わ
ら
か
け
が
散
乱
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
王
舎
城
に
は
イ
ン
ド
に
は
珍
し
い

温
泉
が
籾
き
出
て
い
る
。
東
西
に
細
長
い
地
域
に
わ

た
る
温
泉
だ
が
、
大
き
い
温
泉
は
王
舎
城
内
と
ジ
ェ

テ
ィ
ア
ン
の
西
に
あ
る
。
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鶏
頭
山
（
グ
ル
パ
）
に
建
つ
ス
ト
ゥ
ー
バ

、

二

房

1 ，

霊駕山山頂でメモを録る筆者

ダ
ガ
ヤ
大
菩
提
寺
』
、
一
釈
尊
の
生
涯
』
な
ど
多
数
。

胡
年
、
以
来
イ
ン
ド
へ
訪
れ
る
こ
と
、
㈹
有
余
回
。
著

職
、
大
正
大
学
名
誉
教
授
と
な
る
。
イ
ン
ド
へ
の
初

同
大
学
院
、
イ
ン
ド
デ
リ
ー
大
学
院
に
学
ぶ
。
昭
希

正
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
教
授
、
学
科
長
を
経
て
、

佐
藤
良
純
大
正
大
学
名
誉
教
授

さ
と
う
．
り
ょ
う
じ
ゅ
ん
昭
和
７
年
東
京
生
ま
れ
。

然凝
鯏奴~･‘‘~ ~ ~f4 ．

F ■

製蔚~
､久~

に間隙

（

の

一

〕
石
ウ

の

卜

山

ス

頭

た

鶏

れ

く

ら

じ

て

同

建

麟

大
正
大
学
、

訓
年
よ
り
大

平
成
仙
年
退

渡
航
は
昭
和

書
に
『
ブ
ッ 王

舎
城
は
南
北
に
石
垣
で
作
ら
れ
た
長
い
城
壁
が

あ
り
、
北
側
に
は
新
王
舎
城
の
跡
が
残
っ
て
い
る
。

玄
奨
三
蔵
は
南
西
の
方
角
、
ジ
ェ
テ
ィ
ア
ン
か
ら
王

舎
城
に
入
っ
た
。
そ
こ
で
玄
葵
三
蔵
は
使
っ
て
い
た

竹
の
杖
を
地
面
に
突
き
刺
し
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
か
ら

竹
が
は
え
、
竹
林
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

王
舎
城
の
東
、
車
で
２
時
間
ほ
ど
行
っ
た
所
に
グ
ル

パ
と
呼
ば
れ
て
い
る
鶏
足
山
が
聟
え
て
い
る
が
、
カ
ッ

サ
パ
尊
者
が
禅
定
に
入
ら
れ
た
所
で
、
６
０
０
段
の

階
段
の
上
に
岩
の
割
れ
目
が
あ
り
、
そ
の
先
に
３

メ
ー
ト
ル
位
の
鉛
筆
の
形
を
し
た
ス
ト
ゥ
ー
パ
が
建

て
ら
れ
て
い
る
。

霊
鷲
山
や
竹
林
精
舎
が
有
名
だ
が
、
王
舎
城
内
外

に
は
他
に
も
多
く
の
仏
跡
が
残
っ
て
い
る
。
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